
公益財団法人 群馬県スポーツ協会

平成３０年度事業計画

基本方針

本協会は、県民総スポーツを目標として、スポーツの健全なる普及発展に努め、
競技力向上と生涯スポーツの推進及び健康・体力の保持増進を図り、もって明るく豊
かなスポーツ健康立県を実現する。そのため、関係機関・団体との連携強化を図り、
各種事業を積極的かつ効果的に推進する。

Ⅰ 生涯スポーツの推進に関する事業

1 スポーツの普及啓発に関する事業

（１）健康スポーツ指導者バンク運営事業 465千円（355千円）（ ）内は平成29年度予算額

少子高齢化や社会の急激な変化に伴い、県民のスポーツに対するニーズも高度化・多
様化をしている。年齢や体力等に応じたスポーツの指導ができる人材の育成及び資質向
上を目的とする研修会・講習会を開催するとともに、地域、職域等のニーズに応じた指
導者を派遣しスポーツの指導を行うことで、県民の健康に対する意識の高揚と健康の保
持増進を図る。

ア 健康・体力つくり巡回指導
市町村・各教育委員会等へスポーツ指導者の派遣事業を紹介し、地域や職場並びに

スポーツ愛好団体等のニーズに応じた健康スポーツ指導者バンク登録者を派遣する。

○健康スポーツ指導者バンク登録者：１３２名
○指導種目：軽スポーツ各種、健康体力つくり指導、高齢者体操体力つくり指導、

親子体操、その他

イ 健康スポーツ指導者養成講習会
健康スポーツ指導者を養成するため、１８歳以上の一般県民の中で健康スポーツ指

導者を志す者や現指導者を対象に４日間（理論８時間・実技１６時間）のカリキュラ
ムで講習会を開催し資質向上を図る。

期 日 平成３１年１月２６日(土)～２７日(日)、２月２日(土)～３日(日)
会 場 ALSOKぐんま総合スポーツセンター
対 象 １８歳以上の健康スポーツ指導者を志す者
定 員 ５０名
参 加 料 ５，５００円

ウ 健康スポーツ指導者研修会
健康スポーツ指導者バンク登録者の資質向上を図るとともに、レクリエーションイ

ンストラクター養成講習会受講者の現場実習の履修単位として開催する。

期 日 平成３０年７月７日（土）
会 場 ALSOKぐんま総合スポーツセンター
対 象 健康スポーツ指導者バンク登録者 １３２名
定 員 １７０名
参 加 料 無料

（２）生涯スポーツ普及事業 112千円（105千円）

健康・体力つくりのスポーツ指導者及びスポーツ愛好者、生涯スポーツ関係団体を対
象に楽しめるニュースポーツを紹介すると共に、生涯スポーツ関係組織との連携、強化
を図り、生涯スポーツの普及・振興を図る。

ア 生涯スポーツ講習会
期 日 平成３０年８月２６日（日）
会 場 ALSOKぐんま総合スポーツセンター
対 象 一般県民、健康スポーツ指導者・体力つくり指導者及びスポーツ愛好者

県内生涯スポーツ関係組織関係者
定 員 ５０名
参 加 料 １，０００円



（３）総合型地域スポーツクラブ育成推進事業 443千円（577千円）
地域に根ざしたスポーツクラブを育成し、県民が日常の中で継続してスポーツを行う

環境を整備するとともに、明るく元気な地域社会づくりを推進する。また実績豊富なク
ラブアドバイザーを専門スタッフとして配置するとともに、県総合型地域スポーツクラ
ブ連絡協議会と連携を持ち、地域の実情を把握するため現地に出向きクラブ運営等につ
いてヒアリング等を行う。

ア 総合型地域スポーツクラブ支援事業
県内の総合型地域スポーツクラブの円滑な活動及び設立に向けた取り組みの活性化

を図ることを目的とした群馬県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会が組織されてい
る。その組織を育成することは本協会の目的である生涯スポーツの振興に寄与するこ
とに繋がると考えることからその運営に対し支援・連携をする。

２ スポーツの機会を提供する事業

（１）スポーツ体験事業 2,093千円（2,142千円）

本県スポーツ人口の底辺拡大を図るため、県内の小学生を対象にスポーツをする機会
を提供し、体を動かすことの爽快さ、楽しさを味わってもらうための教室を開催する。

ア チャレンジスポーツ教室
○加盟競技団体１４団体
○加盟地域団体 ４団体 計１８団体

イ プロスポーツ選手等との交流教室
◯群馬銀行グリーンウイングス

期 日 平成３０年４月２１日（土）
会 場 ＧＢスポーツセンター アリーナ
対 象 県内小学生
定 員 １２０名程度

◯渡部絵美スケート教室
期 日 平成３０年１１月
会 場 ALSOKぐんま総合スポーツセンター アイスアリーナ
対 象 ６歳～中学生及び高校生以上の初心者
定 員 １００名程度

（２）教室・公開講座開催事業 2,111千円（1,971千円）

県民に誰でも気軽にスポーツを触れる機会を提供することで、スポーツの楽しさと汗
をかく爽快感を味わい、健康・体力の保持増進を図るとともにスポーツを通じて仲間と
の交流の輪を広げる。
また、施設の特性を活かした各種教室、公開講座を開催する。

ア テニス公開講座
期 日 平成３０年４月～１１月（水曜日 計１８回）

９：３０～１１：３０
会 場 ALSOKぐんま総合スポーツセンター テニスコート
対 象 一般県民（小学生以上）
定 員 各回 ８０名程度
参 加 料 １回 ７００円

イ 初心者アイススケート教室
期 日 第１回目 平成３０年１２月１８日（火）～２１日（金）

第２回目 平成３１年 １月２２日（火）～２５日（金） 各４日間
会 場 ALSOKぐんま総合スポーツセンター アイスアリーナ
対 象 ５歳以上の初心者
定 員 各回 ８０名
参 加 料 大人 ３，５００円 高校生以下 ２，５００円

ウ エンジョイ健康教室
期 日 前期 平成３０年 ４月１８日（水）～ ７月２７日（金）（４７回）

中期 平成３０年 ９月 ５日（水）～１１月２８日（水）（３８回）
後期 平成３０年１２月 ５日（水）～ ２月２２日（金）（３９回）
※原則水曜日・金曜日の午前と午後 計 １２４回



会 場 ALSOKぐんま総合スポーツセンター ぐんまアリーナ
対 象 一般県民
定 員 各教室１回 ３０人程度
参 加 料 １回 ５００円

（３）総合スポーツセンター管理運営事業 295,313千円（295,313千円）

利用者の立場に立ち、生涯スポーツの振興、県民体力の保持増進、競技力の向上を目
指し、健康で明るく豊かなスポーツ健康立県ぐんまの実現に向けて、多種・多様なニー
ズに応え、安全で衛生的、省エネ環境に配慮した施設を提供するための、管理運営を実
行する。また、この施設の設置目的を達成するため、管理運営上の基本方針、環境保護
策等を的確に把握し、県内唯一のスポーツ団体として、いかなる社会状況下に置いても、
県民へのサービス向上を第一に、総合的な実行性を持って取り組む。

ア 管理運営施設
ALSOKぐんま総合スポーツセンター、本館、ぐんまアリーナ、ぐんま武道館、弓道場
サブアリーナ、アイスアリーナ、テニスコート、ふれあいグラウンド、宿泊棟、スポ
ーツ資料館、その他の付属施設

イ 施設の活用
管理運営施設は、その設置目的である県民の体力増進、競技力の向上及びスポーツ

の普及振興に資するように、利用促進を図るとともに、大規模なスポーツイベント等
の受け入れや実施事業を積極的に行い、効果的な施設の活用を図る。

ウ 施設設備の維持管理
施設及び設備は、適正な保守管理、業務の委託等により、円滑な運営と維持管理に

万全を図る。

エ 利用料金の収納
施設使用料については、県の条例・規則に基づき利用者から徴収し、県の収入事務

取扱要領に基づき適正な経理処理を行い、その全額を指定管理料収入として計上する。

オ ALSOKぐんま総合スポーツセンター施設無料開放
県民が、スポーツを身近なものとして日常生活に取り入れられるように、ALSOKぐん

ま総合スポーツセンター施設の無料開放を次のとおり実施する。
①アイスアリーナ以外の施設 ②アイスアリーナ
○県民スポーツの日（毎月１０日） ○開館初日（１０月 １日）
○県民の日 （１０月２８日） ○県民の日（１０月２８日）

○開館期間中の毎月第２・第４土曜日
（小中学生対象）

カ 季刊誌の発刊
当施設季刊誌「Sports Season」を年４回季節ごとに作成し、利用者や来館者に対し

て施設の利用方法や大会予定、各種教室の紹介等を行う。

（４）伊香保リンク管理運営事業 148,722千円（148,722千円）

伊香保リンクの「設置目的（県民の体力増進・スケート及びアイスホッケーの競技力
向上並びに普及振興を図り、各競技の選手強化や大会開催、スポーツだけでなく、地域
の活性化に不可欠な施設）」を最大限に発揮させた管理・運営を総合的な実行性を持って
取り組み、年間利用人数５０，０００人を目標とする。

ア 管理運営施設
群馬県総合スポーツセンター伊香保リンク、屋外リンク、屋内第１リンク、屋内第

２リンク、リンクハウス、審判棟、管理棟、競技運営棟、その他の付属施設

○開館予定期間
屋内第１リンク 平成３０年 ９月１日～平成３１年３月３１日
屋内第２リンク 平成３０年１０月１日～平成３１年２月２８日
屋外４００ｍリンク 平成３０年１１月１日～平成３１年２月２８日

イ 施設設備の維持管理
施設及び設備は、適正な保守管理、業務の委託等により、円滑な運営と維持管理に

万全を図る。

ウ 使用料金の収納
施設使用料については、県の条例・規則に基づき利用者から徴収し、県の収入事務

取扱要領に基づき適正な経理処理を行い、その全額を県に納付する。



エ 伊香保リンク施設無料開放
県民が、スポーツを身近なものとして日常生活に取り入れられるように、伊香保リ

ンクの無料開放を次のとおり実施する。

○県民の日（１０月２８日）

オ 伊香保リンクを活用した地域活性化促進事業（渋川市への委託事業）
伊香保リンクを地域の自治体、団体、住民と連携して活用し、スポーツ合宿及びイ

ベント並びにこれらに関連する事業等の実施を通して、経済的・社会的効果を発揮さ
せ、地域の活性化に寄与することを目的とする。

○レクリエーションとしてのスケート人口増加のための普及・促進事業
○伊香保リンクを使用した地域への誘客事業
○渋川伊香保地域への来客者に対する施設利用促進事業
○シーズンオフ時の施設利用促進事業

カ 利用者アンケートの実施
サービスを向上させるための取組で、年１回利用者が一番多い時期にアンケート調

査を実施し、「お客様の声」を取りまとめそれらを業務に反映させる。
また、「うけたまわりボックス」をリンクハウス内に常設し常に利用者の要望等を取

り入れる体制を作る。

（５）スポーツ情報提供事業 1,802千円（1,620千円）
各種スポーツ事業の紹介やスポーツに関する内容を本協会ホームページ及び刊行物等

で情報提供することにより、スポーツ活動に対する理解、興味関心を高める。

ア ホームページの運営
各種スポーツ教室、研修会等の開催要項やALSOKぐんま総合スポーツセンター各施設

の利用情報を掲載するなど広く県民にスポーツの情報を発信する。
なお、前年度は本協会ホームページをリニューアルをして、内容を分かりやすくす

ると共により一層充実した内容とした。

イ 刊行物の発刊
刊行物として「ぐんまのスポーツ」「年報」、を発刊し、いずれの刊行物も無償で加

盟団体及び関係団体に配布し、本協会の活動を周知する。

①｢ぐんまのスポーツ｣ 事業紹介・各種大会の結果等（年２回）
②｢年 報｣ 毎年の事業記録、事業報告や研究調査の成果等（年１回）

ウ スポーツライブラリー
ALSOKぐんま総合スポーツセンター資料館にスポーツ情報提供コーナーを設置し、ス
ポーツ図書等を定期的に購入して、県民に対し無料閲覧及び無料貸出等の情報提供サ
ービスを行う。さらに、本年度は県民のニーズに合わせた幅広いスポーツ情報提供物
を購入し、情報提供コーナーの拡充を図る。

３ 青少年スポーツの健全な育成に関する事業

（１）青少年スポーツ育成事業 22,631千円（54,851千円）

スポーツ少年団活動を通じて、そこから生まれる歓びや楽しさが新たな感動を呼び起
こし、さらには協調性や想像性など、生きるうえで基本となる豊かな情操を養う。
また、スポーツを通じて社会のルールを学び相手を思いやる心を養うなど良き社会人
への成長に結びつけることを目的とする。

ア スポーツ少年団大会開催事業
各種目を愛好するスポーツ少年団員を一堂に会し、技術の向上と競技の歓びを体験

させるとともに、団員相互の親睦を図り、少年スポーツの健全な発展を目的とし、下
記大会を実施する。

○第３７回関東ブロックスポーツ少年団競技別交流大会 群馬県予選会
期 日 平成３０年５月５日（土）～６月２４日（日）
実施種目 軟式野球・空手道・バレーボール・ミニバスケットボール・

バドミントン 計５種目
会 場 ALSOKぐんま総合スポーツセンター その他県内各会場
対 象 県スポーツ少年団登録指導者・団員



○第５４回群馬県スポーツ少年団大会
期 日 平成３０年７月２８日（土）・８月４日（土）・５（日）
実施種目 サッカー・バレーボール・ミニバスケットボール・ソフトボール・

卓球・柔道・剣道・レスリング 計８種目
会 場 ALSOKぐんま総合スポーツセンター その他県内各会場
対 象 県スポーツ少年団登録指導者・団員

○群馬県スポーツ少年団競技別交流大会
期 日 平成３０年５月５日（土）～ 平成３１年３月３日（日）
実施種目 軟式野球・バレーボール・ミニバスケットボール・ソフトボール・

バドミントン・ソフトテニス・空手道・柔道・スケート・スキー
計１０種目

会 場 ALSOKぐんま総合スポーツセンター その他県内各会場
対 象 県スポーツ少年団登録指導者・団員

○第４９回関東ブロックスポーツ少年大会
関東各都県からリーダー活動に携わる団員と指導者の参加を得て、スポーツ活動

・文化学習活動・社会活動・交歓交流活動及び団体生活を通し、相互に友情を育み、
関東ブロックにおけるスポーツ少年団活動の充実と各地域におけるスポーツ少年団
活動の活性化を図る。
期 日 平成３０年８月１０日（金）～８月１２日（日）
会 場 国立赤城青少年交流の家
対 象 関東各都県 指導者２名以内、団員１５名以内
資 格 団 員：小学校６年生以上の者

指導者：認定員または認定育成員

○スポーツ少年団全国・関東派遣事業

大 会 名 期 日 会場及び競技名

関東ﾌﾞﾛｯｸｽﾎﾟｰﾂ少年団 平成30年 7月21日（土） 山梨県
競技別交流大会 ～22日（日） 軟式野球

7月27日（金） ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ
～29日（日） ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ、空手道

全国スポーツ少年団 平成30年 7月28日（土） 長崎県
軟式野球交流大会 ～31日（火） 軟式野球

全国スポーツ少年団 平成31年 3月27日（水） 山口県
剣道交流大会 ～29日（金） 剣道

全国スポーツ少年団 平成31年 3月28日（木） 大分県
バレーボール交流大会 ～31日（日） バレーボール

全国スポーツ少年大会 平成30年 8月 2日（木） 茨城県
～ 5日（日）

イ スポーツ少年団顕彰事業
永年にわたりスポーツ少年団の発展に貢献し、特に顕著な功績のある単位団及び登

録指導者を表彰する。また、顕著な功績のあった者へ感謝状を贈呈する。

○功労者・優良単位団表彰式（群馬県スポーツ少年団フェスティバル）
期 日 平成３１年２月１７日（日）
会 場 ALSOKぐんま総合スポーツセンター ぐんま武道館
表 彰 名 優良単位団表彰・功労者表彰

ウ スポーツ少年団指導者養成等事業
スポーツ少年団の育成指導にあたる指導者の資質向上と意識の高揚を図り、少年団

活動におけるより一層の活性化を促進するため研修会・講習会を開催する。
また、地域におけるスポーツ少年団活動の活性化を図るとともに、単位団及び地域

の将来にわたる後継者の養成を目指し、日本スポーツ少年団リーダー制度に基づくジ
ュニア・リーダースクールを開催する。



事業名 期日及び会場 対象者

認定員再研修 平成31年 1月20日（日）
(兼指導者研究大 ALSOKぐんま総合スポー

講 会) ツセンター

習 育成母集団研修会 期日未定 ｽﾎﾟｰﾂ少年団に登録している
安中市 団員の保護者・指導者・地域

会 の方々

・ 平成30年 8月 4日（土）
認定員養成講習会 ・ 5日（日）

研 （兼スポーツリー 9月 1日（土） スポーツ少年団指導者
ダー養成講習会） ・ 2日（日）

修 高崎健康福祉大学

会 ジュニア・リーダ 平成30年 9月15日（金） 県ｽﾎﾟｰﾂ少年団登録団員であ
ースクール ～17日（日） り、小学校５年生以上中学生

国立赤城青少年交流の家 以下の者

エ スポーツ少年団フェスティバル
交歓・ゲーム活動を通して、団員相互の交流を図り、青少年のこころとからだを育

てるとともに、それぞれの少年団や地域において活躍のできる中学生・高校生リーダ
ーの育成をする。

期 日 平成３１年２月１７日（日）
会 場 ALSOKぐんま総合スポーツセンター ぐんま武道館
対 象 県スポーツ少年団登録団員であり、小学校１年生以上の者

オ 日独スポーツ少年団同時交流事業（受入）
両国間の優れた青少年指導者・団員が、同期間に同人数を相互に交換（派遣・受入）
する同時交流を行い、スポーツ活動や民泊を取り入れ相互の文化・生活習慣を実際に
体験することで、相手の国や文化を理解することや共通テーマに基づくディスカッシ
ョン等により交流を深め、両国の青少年スポーツの発展に寄与することを目的として、
日独両国間の交流事業を実施する。
なお、本年度はドイツ団員の受入をする。

期 日 平成３０年７月３０日（月）～８月３日（金）
受入人数 ドイツスポーツユーゲント指導者・団員 １０名程度

４ 各種大会を通じ社会参加を促進する事業

（１）社会参加促進事業 2,230千円（4,023千円）

スポーツによって、年齢や障がいの有無に関係なく誰もが生きがいのある豊かな生活
を営むことが出来る社会の創造を目指し、下記の２つの大会を受託事業として開催する。

ア ぐんまねんりんピック２０１８ （県長寿社会づくり財団からの受託）
スポーツや文化活動を通じて、高齢者の健康の保持増進と交流を図り、県民総スポ

ーツの輪を広げるとともに、生きがいづくりを進め、ふれあいと活力ある長寿社会づ
くりを推進する。

期 日 平成３０年１０月２５日（木）
会 場 ALSOKぐんま総合スポーツセンター その他県内各会場
対 象 県内在住の昭和３５年４月１日以前に生まれた人で、大会参加に

支障のない健康な者
種 目 ゲートボール、ペタンク、ソフトボール、テニス、ソフトテニス、

卓球、グラウンドゴルフ、弓道、剣道、水泳、マラソン、なぎなた、
太極拳、ソフトバレーボール、囲碁、将棋、健康マージャン

イ 群馬県障害者スポーツ大会２０１８ （県障害者スポーツ協会からの受託）
障がい者がスポーツを通じて交流を深めながら、体力の維持増強と障がい者スポー

ツの発展を図るとともに、県民の障がい者に対する正しい理解と認識を深め、障がい
者の自立と社会参加を促進する。



期 日 平成３０年９月１６日（日）・３０日（日）
会 場 県立ふれあいスポーツプラザ
対 象 小学校１年生以上の身体障がい者
種 目 陸上競技、水泳、卓球、アーチェリー、フライングディスク、

軽スポーツ

Ⅱ 健康増進・体力向上に関する事業

５ 県民体力つくり相談に関する事業

（１）県民体力つくり相談事業 1,897千円（1,936千円）

現代の生活環境では高齢化社会、運動不足や食生活の変化、日常生活のストレスの増
加により運動器の障害や生活習慣病などの問題を抱える人が増えている。そのため、県
民が健康で快適に生活できるように、安全で無理のない運動･スポーツ指導を行い、健康
の保持増進・体力の向上が図れるよう「県民体力つくり相談事業」として、県民のスポ
ーツニーズ（レベル）に応じた各種測定・メディカルチェック及び栄養指導を実施する。

ア メディカルチェック・体力測定及び栄養指導の実施
健康体力測定では理学療法士、臨床検査技師及び本協会のスポーツ医科学委員会に

所属する内科･整形外科の日体協公認スポーツドクター等の専門家との連携及び協力に
より医科学的な検査を行う。さらに、栄養面では栄養調査結果から管理栄養士が、個
々の食生活についてアドバイス・指導を行う。これらの結果に基づいた運動プログラ
ムの作成や助言･指導することで県民の健康･体力つくりへの関心をより一層高めると
ともに医科学面からも体力の向上や健康的な生活ができるようサポートをする。

イ メタボリックシンドローム、ロコモティブシンドローム予防のための運動指導
企業や高齢者団体に対して、体力測定を積極的に行い、日常生活の中で身体活動をよ

り一層取り入れ、メタボリックシンドローム、ロコモティブシンドロームの予防を図り、
健康・体力の保持増進が図られるよう運動指導を行う。

６ スポーツ医科学に関する事業

（１）スポーツ医科学事業 801千円（812千円）

県民が生涯にわたり、安全で効果的にスポーツを行うことができるよう、薬物に対す
る意識を高め、スポーツ障（傷）害の予防と、個々の診断に対する処方し、健康状態に
応じたスポーツを行うことができるよう各種事業を実施する。

ア アンチドーピング事業
国体選手を中心とした健全なスポーツ活動の推進を目的に、本県選手の薬物使用、

誤用への認識を高め、ドーピング防止教育・啓発活動を積極的に実施する。ドーピン
グ防止の教育・啓発活動のための資料収集と情報提供、選手・指導者を対象としたド
ーピング関係書類の配布、アンチ・ドーピング推進班による会議の開催及び研修事業
参加、国体結団式での選手・監督等への直接指導、ドーピングに関する問い合わせへ
の対応を行い、ドーピング防止の教育・啓発活動に努める。

○アンチ・ドーピング指導
期 日 平成３０年８月１６日（木）･８月３１日（金）･９月２０日（木）

平成３１年１月４日（金）・２３日（水）
会 場 ALSOKぐんま総合スポーツセンター 他
対 象 国民体育大会 本県代表監督及び選手等

イ スポーツドクター養成研修事業
スポーツ愛好者及び競技選手がスポーツ障（傷）害の予防や、効果的に競技力向上

が達成できるように、日体協公認スポーツドクターを養成する研修会を県医師会・医
療機関と連携し実施する。また、県内のスポーツドクターの資質向上を図るため、ス
ポーツドクター協議会と連携し、県内で開催する各種大会へ医事協力、スポーツドク
ター会員の定期的研修会の開催、県内地域で講演会講師の派遣等を実施し公認スポー
ツドクターの活動の充実を図る。



○スポーツドクター研修会
期 日 平成３０年４月２１日（土）
会 場 群馬大学医学部附属病院 臨床大講堂
対 象 日本体育協会公認スポーツドクター及び競技関係者

ウ トレーナー養成講習会事業
スポーツ愛好者及び競技選手の健康管理、障害予防、スポーツ外傷・障害の救急処

置、アスレティックリハビリテーション及びトレーニング、コンディショニング等の
指導・助言を行い競技力向上対策を効果的に行うため本協会認定アスレティックトレ
ーナーを養成する。

○アスレティックトレーナー養成講習会
期 日 平成３０年１１月１５日（木）・１６日（金）
会 場 ALSOKぐんま総合スポーツセンター
対 象 理学療法士、作業療法士、看護師、鍼灸師、柔道整復師の国家資格を

有し次のいずれかの条件を満たした者
・日体協公認アスレティックトレーナー講習会受講者及び講習会受講
推薦者
・本協会加盟競技団体からの推薦者、本会スポーツ医科学委員会、ト
レーナー専門委員会の推薦者で、本協会が認めた者

エ スポーツ医事相談事業
健康の保持増進やスポーツに関わる障害等の早期発見、早期治療及びその予防等に

ついて、電話等により相談を受け付けて、県内の公認スポーツドクター医療機関を紹
介する。また、スポーツ医科学に関する講演会を日体協公認アスレティックトレーナ
ー、医師、大学教授、スポーツ医科学委員会等の協力のもと、各市町村１０会場にお
いて、「スポーツ医科学講演会」を実施する。

Ⅲ 競技力向上を推進する事業

７ 国民体育大会への選手等選考及び派遣に関する事業

（１）国民体育大会等派遣事業 85,649千円（81,246千円）

国民体育大会本大会及び関東ブロック大会において、本県選手が活躍することは、県
民へ感動と活力を与えるとともに、スポーツへの意識を高め、各種スポーツの普及振興
にも寄与すると考える。本県選手団が活躍するため、競技力の高い代表選手の選考及び
開催地への派遣等の諸事業を実施する。

ア 選手・監督の選考、選手団等の派遣
各加盟競技団体の予選会を通過した優秀な選手の参加条件を確認後、国民体育大会

推進委員会で選考し、本県代表として派遣する。

イ 激励活動
国民体育大会へ出場する本県選手団を県当局と連携し、激励する。

大会名及び事業名 期 日 会場及び競技名

第７３回国民体育大会 平成30年 6月10日（日） 茨城県下
関東ブロック大会 ～12月16日（日） 水泳競技ほか３３競技

（フィギュア含む）

第７３回国民体育大会 平成30年 9月 9日（日） 福井県下
本大会会期前 ～17日（月） 水泳競技ほか４競技

監督会議 平成30年 9月20日（木） ALSOKぐんま総合スポーツセンター
結団式 ぐんま武道館



第７３回国民体育大会 平成30年 9月29日（土） 福井県下 陸上競技ほか３３競技
本大会 ～10月 9日（火） 特別競技１競技

第７４回国民体育大会 平成31年 1月30日（水） 北海道釧路市
冬季大会ｽｹｰﾄ･ｱｲｽﾎｯｹｰ ～ 2月 3日（日） スケート・アイスホッケー競技

第７４回国民体育大会 平成31年 2月14日（木） 北海道札幌市
冬季大会スキー ～17日（日） スキー競技

８ スポーツ指導者養成に関する事業

（１）指導者養成事業 2,027千円（615千円）

県民が、スポーツを安全で、正しく、楽しくできるよう、指導・助言ができる公認ス
ポーツ指導員の講習会を実施する。

ア スポーツ指導員養成講習会
地域スポーツクラブやスポーツ教室等において、参加者の年齢や性別など対象者に

合わせた競技別の技術指導等にあたる者を養成する事業であり、日本体育協会がＮＨ
Ｋ通信講座を活用して共通科目を担当し、本協会が専門科目を委託事業として実施す
る。
また、講習会・研修会を通じ、自己の役割や責任及び人道的問題（指導者の競技選

手に対する暴力やセクシャル・ハラスメント）について指導をする。

○公認スポーツ指導員養成講習会（専門科目）
対象競技団体 県なぎなた連盟、県アーチェリー協会、県空手道連盟

○公認上級スポーツ指導員養成講習会（専門科目）
対象競技団体 県弓道連盟、県空手道連盟

○公認上級スポーツ指導員養成講習会（共通科目）
期 日 平成３０年１２月１５日（土）・１６日（日）
会 場 ALSOKぐんま総合スポーツセンター

イ スポーツ指導者研修会
公認スポーツ指導者制度の有効期限は４年間であり、４年毎に更新するための義務

研修として開催する。また、スポーツに関する最新の知識や情報を獲得し、指導場面
で実践できる資質を向上させることを目的に年２回実施する。

期 日 第１回 平成３０年 ８月５日（日）
第２回 平成３１年 ２月３日（日）

会 場 高崎健康福祉大学
対 象 公益財団法人日本体育協会公認スポーツ指導者

ウ スポーツ指導者協議会育成事業
県内の日本体育協会公認スポーツ指導者が共通認識を持ち、資質向上及び指導力向

上を図ることを目的とした群馬県スポーツ指導者協議会が組織されている。
その組織を育成することは本協会の目的である指導者の育成に繋がると考えること

からその運営に対し支援、助成をする。

９ 競技力向上・選手強化対策に関する事業

（１）競技力向上対策事業 200,000千円（200,000千円）

県内スポーツ選手が国際大会や全国大会で活躍する姿は、郷土意識を盛り上げ多くの
県民に感動や活力を与えることになる。「ぐんまスポーツプラン２０１１」に基づき、本
県が高い水準で安定した競技力を確保し、各種大会等において、優秀な成績を収めるた
め、経済的基盤の整備や指導者の確保、一貫指導体制の確立等に取り組み、競技力向上
の推進を図る。

ア 団体対策推進事業
本協会加盟競技団体・学校体育団体の基礎強化事業（強化練習・合宿）や、実態に

即した必要な強化事業、及び世界・全国大会等に活躍が期待できる団体に対して競技力
向上のための支援を行う。



イ 関東ブロック突破等対策プロジェクト事業
全国トップクラスの国民体育大会関東ブロック大会を突破し、国民体育大会本大会

への出場を果たし、男女総合成績１０位台、１１００点を確保するため、県内外にお
ける特別合宿、練習試合等を通じて競技力の向上を目指す。

ウ ぐんまスーパーキッズプロジェクト事業
本県競技力水準の一層の向上を図るため、体力・運動能力に優れたジュニア選手を

早期に発掘し、適正な育成プログラムを計画的・継続的に実施することにより、日本、
世界へ通用するトップレベルの選手の育成を目指す。

選 考 会 平成３０年 ５月２７日（日） ALSOKぐんま総合スポーツセンター
認 定 式 平成３０年 ６月２３日（土） 群馬大学教養教育棟
研 修 会 平成３０年１２月 １日（土） ALSOKぐんま総合スポーツセンター
対象競技 スケート、スキー、陸上、水泳、レスリング、馬術、空手道、

ボウリング、ゴルフ、自転車 計 １０競技

エ 拠点施設活用事業
公共スポーツ施設を活動拠点として、ジュニア育成等を中心とした競技スポーツク

ラブへ経費の一部を補助し、全国トップクラスの競技者の育成を目指す。

オ ジュニア指導者派遣事業
ジュニア選手等の活動場所である運動部やクラブへ、情熱ある専門的指導者を派遣

し、タレントの発掘・育成等を行い、一貫した強化体制のもと全国トップクラスのジ
ュニア選手を育成する。

カ 一貫指導構築事業
全国・世界に通用する群馬県トップレベルの選手育成を目的に、各競技ごとの一貫

指導体制を構築し、本県の競技力向上を図る。

キ 中学生特別強化事業
県中学校体育連盟に競技部が設置されていない競技団体を対象として、積極的にジ

ュニア強化対策を推進している競技団体に対してジュニア強化事業費を補助し、全国
トップレベルのジュニア選手を育成する。

ク マネジメントコーチ推進事業
各競技団体にマネジメントコーチを適正に配置し、全国・世界レベルの競技者を育

成する。また、各競技団体の強化組織体制を整備し、競技力向上対策の企画と推進に
より競技力の向上を図る。

ケ スポーツセミナー事業
各競技団体、学校体育団体、地域団体の中心的役割を果たしている指導者を対象に、

指導力向上研修、スポーツ医科学研修等、実習を含めたスポーツセミナーを実施する。

期 日 平成３０年１２月８日（土）
会 場 ALSOKぐんま総合スポーツセンター

コ 中央指導者招聘事業
中央競技団体から優秀で実績のある指導者を招聘して研修会を開催し、スポーツ指

導者の養成・支援を行い、本県競技力水準の一層の向上を図る。

サ 優秀指導者現場研修事業
全国の優秀指導者が指導する現場で研修することにより、本県各競技団体の指導者

の養成・資質向上を図る。

シ 全国等競技力分析事業
国民体育大会本大会や冬季大会、関東ブロック大会の開催地に、選手強化委員や支

援スタッフを派遣することにより、全国・関東大会の競技レベルの分析及び各都道府
県の選手強化内容を参考にすることで、本県の競技力レベルの向上に役立てる。



ス 強化指定事業
国民体育大会において、優秀な成績を収めるため、競技団体・中体連・高体連・企

業体等と連携を図りながら競技力の維持向上を目指し、中学校・高等学校及び企業体
等の優秀選手（運動部）を指定し、重点的強化事業の推進を図る。

セ スポーツ医科学活用事業
ALSOKぐんま総合スポーツセンターをスポーツ医科学の研究拠点に、強化指定選手及

び強化指定運動部等の競技力向上のためのメディカルチェック、体力測定、筋力測定、
栄養指導等を実施し、検査・測定結果の分析・検討・評価及び競技者へのフィードバ
ックを行う。

ソ ぐんまオリンピック・パラリンピックチャレンジ事業
本県ゆかりの選手が一人でも多く、日本代表選手としてオリンピック・パラリンピ

ック競技大会や国際大会での活躍に期待して、現日本代表選手や２０２０年東京オリ
ンピック・パラリンピック競技大会を目指す将来有望な選手に対して、支援を行う。

○アスリートサポート事業
オリンピック・パラリンピック競技大会や国際大会で活躍が期待される選手に対

し、合宿や遠征費用、支える栄養士・トレーナー等に係わる経費を補助する。

○ドリームロード事業
実績・将来性のある選手及び指導者を指定し、競技力向上のための意識を高める。

（２）目指せ！未来のアスリート わくわく運動プロジェクト事業 6,000千円（新規）

２０２８国民体育大会・全国障害者スポーツ大会で活躍が期待される世代の子ども
及びその家族を主な対象として、スポーツ教室や様々な運動体験を実施する。
このプロジェクトを通して、スポーツに親しむファミリーを増やし、「する・みる・

支える」といった県民のスポーツ活動を更に豊かなものにする。

１０ 競技力向上支援に関する事業

（１）オリンピック・パラリンピック選手支援事業 1,960千円（1,600千円）

２０２０年東京オリンピック・パラリンピック開催が決定し、ジュニアの育成に加え
て、オリンピックや世界大会等を目指す本県トップアスリートの支援を強化することが
重要となってきたので、その活動を支援する。
そこで、オリンピックや世界大会等において活躍が期待できるが、活動費等が十分で

ない現役トップアスリートを支援し、本県スポーツの競技力向上を図る。
なお、活動支援の財源は協力企業からの寄付金とする。

（２）ぐんまのスポーツ環境整備等支援事業 2,000千円（2,000千円）

２０２０年東京オリンピック・パラリンピックと２０２８年２巡目ぐんま国体の開催
にあたり、本県スポーツ選手の発掘及び育成の観点から、スポーツ環境を整備すること
が重要となってきたので、その整備等を支援する。
なお、整備支援の財源は協力企業からの寄付金とする。

（３）大会等支援事業 2,146千円（2,146千円）

各種大会の開催及び海外派遣選手に対し支援することで、県民のスポーツへの興味関
心を高め、スポーツの底辺拡大を図る。

ア 海外派遣選手壮行補助事業
本県選手等が海外競技会（オリンピック・世界選手権・アジア大会等）に参加する

ことは、県民へのスポーツの興味関心を高めるとともに夢と感動を与えるにつながる。
よって海外競技会に参加する選手等に対し、壮行金を交付する。

イ 県小体研記録会等補助事業
県小学校体育研究会が開催する陸上、水泳教室記録会開催のために補助金を交付し

児童のスポーツ普及・育成を図る。
また、県小体研のスポーツ指導の資質向上を目的とした研修会等についても支援す

る。



ウ 県民体育大会補助事業
県民を対象に開催している県民体育大会の実施競技21団体に補助金を交付し大会の

支援を行う。

（４）スポーツ顕彰事業 2,237千円（2,359千円）

本県のスポーツの振興と発展に貢献した個人・団体の功績を讃え、競技力の向上とス
ポーツの振興及び郷土意識の高揚に資することを目的に下記の表彰を行う。

○群馬県スポーツ協会長賞表彰
期 日 平成３１年２月２３日（土）
会 場 ALSOKぐんま総合スポーツセンター ぐんま武道館
賞 名 スポーツ功労者賞・最優秀選手賞及び最優秀指導者賞・優秀選手賞

ジュニアスポーツ奨励賞・特別功労者賞・特別賞

Ⅳ 本協会の運営 126,972千円（131,212千円）人件費及び共通事業費含む

１１ 理事会等の運営

会 議 等 名 期 日 議 事 等

理 第25回理事会（通常） 平成30年 5月30日（水） 平成29年度事業報告及び決算等
事
会 第26回理事会（臨時） 平成31年 1月16日（水） 平成30年スポーツ協会長賞選考等
・
評 第27回理事会（通常） 平成31年 3月15日（金） 平成31年度事業計画及び予算等
議
員 第13回評議員会（定時） 平成30年 6月14日（木） 平成29年度事業報告及び決算等
会
第14回評議員会（臨時） 平成31年 3月22日（金） 平成31年度事業計画及び予算等

平成30年 5月23日（水） 平成29年度事業報告及び決算等

総務委員会 平成31年 1月16日（水） 平成30年スポーツ協会長賞選考等

平成31年 3月13日（水） 平成31年度事業計画及び予算等

平成30年 7月26日（木） 日体協公認スポーツ指導者等表彰候補者
生涯スポーツ推進委員会 の推薦・県民体育大会の交付金等

委 平成31年 2月28日（木） 平成31年度生涯スポーツ関係事業

平成30年 4月13日（金） 平成30年度競技力向上対策費団体対策事
員 業費等

平成30年 5月27日（日） ぐんまスーパーキッズプロジェクト2018
会 選手選考

選手強化委員会 平成30年 7月 5日（木） 第73回国体関東ブロック大会・本大会支
援スタッフ、国体に向けての激励

平成30年 9月 5日（水） 平成30年度強化指定選手及び運動部

平成30年10月31日（水） 平成31年度競技力向上対策費等

平成31年 2月 8日（金） ぐんまスーパーキッズプロジェクト2019
実施競技選考

平成31年 3月14日（木） 平成31年度競技力向上対策費、競技スポ
ーツ推進実施計画、競技力向上対策事業
計画等

平成30年 6月29日（金） 平成30年度活動内容について

平成30年 8月16日（木） 第73回国民体育大会本大会選手団第1次選
考等

平成30年 8月31日（金） 第73回国民体育大会本大会選手団第2次選
委 国民体育大会推進委員会 考等



平成31年 1月 4日（金） 第74回国民体育大会冬季大会スケ－ト・
員 アイスホッケ－競技会選手団選考等

平成31年 1月23日（水） 第74回国民体育大会冬季大会スキ－競技
会 会選手団選考等

スポーツ医科学委員会 平成30年 7月11日（水） 平成29年度事業報告について
平成30年度事業計画について

平成31年 3月 8日（金） 平成30年度事業報告について
平成31年度事業計画について

加盟団体理事長・強化担当 平成30年 4月20日（金） 平成30年度事業計画及び予算、その他諸
・事務担当者合同会議 事業について

群馬県スポーツ協会関係者 平成30年 7月23日（月） 赤城国際カントリークラブ
諸 親睦ゴルフ大会

会 第73回国民体育大会本大会 平成30年11月14日（水） 第73回国民体育大会の反省と今後の強化
検討会議 ～27日（火） について

議
平成31年新年懇親会 平成31年 1月 5日（土） 前橋テルサ

等
平成31年度競技団体別選手 平成31年 3月 6日（水） 平成31年度競技団体競技力調査について
強化担当者会議・第74回国 第73回国民体育大会の反省に基づく第74
体冬季大会検討会議 回国民体育大会への課題と強化対策及び

平成31年度競技団体競技力調査について

１２ 事務局の運営

（１）加盟団体及び群馬県との連携

（２）本協会が実施する事業推進のため、自主財源の確保に努める。

ア 賛助会員の募集

イ オリンピック・パラリンピックに向けての選手競技力向上事業・ぐんまの環境整備等
支援事業における寄付金の確保


